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床免疫．30: 1325-1330, 1998. 
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57: 2512-2518, 2002. 
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8 瀧本理修，藤見章仁，松永卓也，加藤淳二，新津洋司郎. 悪性リンパ腫・ミニ移植. が

ん分子標的治療．1: 313-318, 2003. 

9 瀧本理修，新津洋司郎. 難治性消化管悪性リンパ腫に対する末梢血幹細胞移植および同

種骨髄移植療法. 消化器科．38: 67-74, 2004. 

10 瀧本理修，新津洋司郎. 癌抑制遺伝子 p53と癌治療. 癌と化学療法． 31: 1309-1313, 2004. 

11 新津洋司郎，加藤淳二，瀧本理修. 鉄動態からみた鉄欠乏貧血と二次性貧血. 日内誌． 

93: 445-450, 2004.  

12 瀧本理修，新津洋司郎. 遺伝子研究と癌分子標的治療薬．日本臨床．62: 1216-1220, 2004.  

13 瀧本理修. TGF-β 機能異常と炎症性腸疾患の解析．分子消化器病．4: 149-151, 2007.  

14 瀧本理修，加藤淳二. 脱リン酸化シグナルと発癌機構．分子消化器病．5: 396-401, 2008. 

15 瀧本理修，荒木直子，加藤淳二，新津洋司郎 . 特集 次世代バイオセラピィの分子標的 

PKCζ を分子標的とした癌転移抑制療法の基礎的検討．Biotherapy 22: 241-247, 2008.  

16 瀧本理修，加藤淳二. Antisense oligonucleotide．腫瘍内科 3: 304-311, 2009. 

17 平塚博義，永井格，関口隆，射場浩介，瀧本理修，大村東生 . ビスフォスフォネート関

連顎骨壊死（BRONJ）との付き合い方を再考する．北海道歯科医師会誌．56: 31-36, 2010. 

18 瀧本理修．貧血と輸血．がん治療レクチャー 3: 101-105, 2012． 

19 瀧本理修．Cancer stem cell definitions and terminology: the devil is in the detail．がん分子

標的治療． 11: 345-356, 2013. 
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謝異常（低血糖、高血糖）日本臨床  Suppl 2: 436-40, 2015. 
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器科，3: 294-302, 2016. 

V 英文著書 
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Y. The role of megakaryoblasts derived transforming growth factor-β in myelofibrosis. In: 
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Therapy Approaches. In: El-Deiry WS, eds., Academic Press, Totowa, N.J., 77-96, 2002.  

VI 和文著書 

1 加藤淳二，瀧本理修，新津洋司郎．サイトカイン・増殖因子ー細胞の増殖・癌化に強く

関連するサイトカインの種類とその作用機構．腫瘍学．佐藤昇志，菊地浩吉編．中外医

学社, 東京, 170-182, 1996.  

2 加藤淳二，高田弘一，瀧本理修，新津洋司郎．シグナル伝達とアポトーシス，アポトー

シスと疾患．西條長宏編．医薬ジャーナル社, 東京, 60-69, 1999.  

3 越田吉一，加藤淳二，照井健，瀧本理修，新津洋司郎．5．癌研究法，3．癌遺伝子．最

新電気泳動実験法．日本電気泳動学会編．医歯薬出版 , 東京, 363-371, 1999.  

4 加藤淳二，神田 恵，瀧本理修．転移に関連するがん遺伝子，がん抑制遺伝子．臨床家

のためのがん遺伝子／がん抑制遺伝子．横田 淳，新津洋司郎編．南江堂, 東京, 151-156, 

1999. 

5 瀧本理修，新津洋司郎．細胞周期．消化器ナビゲーター．滝川 一編．メディカルレビ

ュー社, 東京, 28-29, 2002.  

6 瀧本理修，新津洋司郎．消化管悪性リンパ腫．消化器疾患最新の治療, 2005-2006．戸田

剛太郎，菅野健太郎，上西紀夫編．南光堂, 東京, 287-291, 2005.  
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西條長宏，田村友秀，森 和彦編．医薬ジャーナル, 東京, 75-84, 2006.  

VII 英文報告その他 

1 Kato J, Takimoto R, Terui T, Niitsu Y. Dysfunction of p53 is one of mechanisms for growth 

escape of human stomach cancer from negative regulation by TGF-beta. Bologna: Monduzzi 

Editore; 107-112, 1996.. 
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1 幸田久平，林 修也，辻 靖，瀧本理修，池田 薫，森井一裕，森田幸悦，宮崎 悦，

藤崎吉文，中澤 修，高橋春秋．ATL を含めた非ホジキンリンパ腫 51 例の治療成績-VP-16

追加 COP, CHOP(E-COP, E-CHOP)と modified MACOP-B(NEO-MACOP-B)療法の成績を中

心に-．旭川赤十字病院医学雑誌 6: 7-15, 1992.  

2 幸田久平，藤崎吉文，瀧本理修，辻 彰子，森田幸悦，辻 靖，池田 薫，林 修也，

森井一裕，中澤 修，安藤政克，高橋春秋. 当院における骨髄移植の成績と合併症．旭

川赤十字病院医学雑誌 7: 1-13, 1992. 

3 瀧本理修，幸田久平，藤崎吉文，辻 彰子，林 修也，中澤 修，安藤政克，高橋春秋，

館田一郎，平林憲之. BU + CY + TBI 前処置として同系骨髄移植を施行した急性骨髄性白

血病の一例．旭川赤十字病院医学雑誌  7: 118-122, 1993. 

4 幸田久平，藤崎吉文，安藤政克，池田淳一，瀧本理修，辻 彰子，平山泰生，高柳典弘，

江副彩乃，松本修二，寺田省樹，呉 禎吉，中澤 修. 肝 Focal Nodular Hyperplasia の 1

例ならびに本邦報告 85 例の検討. 旭川赤十字病院医学雑誌 8: 97-104, 1994.  
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5 加藤淳二，瀧本理修，堀本正禎，村上 系，平山 敦，高後 裕，新津洋司郎．胃癌細

胞における TGF-β1 の細胞増殖抑制作用と p53 との関連性  Molecular Approaches on 

Digestive Diseases. 小俣政男監修．国際医書出版, 東京, 131-139, 1994．  

6 茂木良弘，倉 敏郎，瀧本理修，新津洋司郎．CA50.広範囲血液・尿化学検査、免疫学的

検査−その数値をどう読むか−日本臨床増刊号（下巻）. 153: 723-72, 1995. 

7 照井 健，加藤淳二，堀本正禎，瀧本理修，村上 系，平山 敦，渡辺直樹，新津洋司

郎．p53 を標的とした酪酸ナトリウムのアポトーシス誘導とそれを利用したヒト胃癌治

療の試み．小俣政男監修．国際医歯薬出版, 東京, 88-89, 1995．  

8 瀧本理修，加藤淳二，照井 健，堀本正禎，村上 系，平山 敦，渡辺直樹，新津洋司

郎．胃癌細胞における TGF-β1 の negative autocrine からの逸脱機序と positive paracrine 作

用．小俣政男監修．国際医歯薬出版 , 東京, 135-138, 1996．  

9 加藤淳二，長岡康裕，瀧本理修，佐々木勝則，照井 健，新津洋司郎．胃癌細胞におけ

るホモフィリックな細胞接着で作動する γ-catenin／APC を介した細胞増殖制御機構．小

俣政男監修．国際医書出版, 東京, 91-95, 1998．  

10 瀧本理修，加藤淳二，新津洋司郎．アポトーシス制御分子の腫瘍マーカーとしての意義 . 

腫瘍マーカー研究会誌． 13: 9-11, 1998. 

11 茂木良弘, 前田 健, 倉 敏郎，瀧本理修, 武藤文夫, 村松博士, 藤田宏之, 林 修也, 高

田弘一, 佐々木宏嘉，新津洋郎. 高齢者の DIC および DIC 準備状態に対するメシル酸ガ

ベキサートの臨床効果. 臨床と研究 75: 2288-2292, 1998. 

12 加藤淳二，瀧本理修，高田弘一，佐々木勝則，照井 健，新津洋司郎．消化器癌細胞に

おける II 型 TGF-β 受容体結合型 phosphatase-2A を介したシグナル伝達異常，細胞内遺伝

子導入と消化器疾患．小俣政男監修．国際医書出版 , 東京, 105-113, 1999．  

13 藤川幸司，加藤淳二，高山哲二，瀧本理修，高田弘一，高橋 稔，新津洋司郎．遺伝性

鉄過剰症を呈した多発胃癌家系に見出されたフェリチン H 鎖 mRNA iron-responsive 

element 領域の A49T 変異，再生・増殖・分化と消化器病．小俣政男監修．国際医書出版, 

東京, 88-94, 2002．  

14 高田弘一，加藤淳二，河野 豊，高橋 祥，奥田敏徳，小船雅義，瀧本理修，宮西浩嗣，

新津洋司郎：アルコール性および非アルコール性脂肪性肝炎における鉄代謝異常の解析

および酸化的 DNA 傷害の検討．アルコールと医学生物学．  26: 91-95, 2006. 

15 高田弘一，加藤淳二，瀧本理修，黒岩巌志，高張大亮，新津洋司郎．RER 陰性異型遺伝

性非ポリポーシス大腸癌（HNPCC）における TGFβ シグナル伝達異常の解析．消化器疾

患における網羅的遺伝子解析から分子標的治療．小俣政男編．アークメディア , 東京 , 

145-147, 2006． 

16 松永卓也，平田康二，小野寺義光，幸田久平，山内尚文，前田征洋，瀧本理修，佐藤 勉，

二階堂ともみ，井山 諭，藤見章仁，菊池尚平，上野亜矢，宮島直也，小池和彦，酒井

敏郎，吉田真誠，長町康弘，倉 敏郎，新津洋司郎. 発熱性好中球減少症に対するミカ

ファンギンと安全性の検討．新薬と臨床 55: 1405-1411, 2006.   

17 井山 諭，村瀬和幸，佐藤 勉，菊地尚平，佐藤康史，小船雅義，瀧本理修，加藤淳二 . 

当科におけるリポソーマルアムホテリシン B の使用評価．感染症誌 84: 182-186, 2010. 

18 瀧本理修，加藤淳二，新津洋司郎．II. 内科学の進歩，１増殖因子，内科学．金澤一郎，

北原光夫，山口 徹，小俣政男編．医学書院, 東京, 52-54, 2006．  

19 瀧本理修，新津洋司郎．17. 新しい治療戦略．新臨床腫瘍学．日本臨床腫瘍学会教育委

員会編．南江堂, 東京, 337-341, 2006．  

20 新津洋司郎，瀧本理修．無トランスフェリン血症．血液病学第 3 版．浅野茂隆，池田康

夫，内山 卓監修．文光堂, 東京, 1018-1023, 2006．  

21 高田弘一，加藤淳二，河野 豊，高橋 祥，小船雅義，瀧本理修，宮西浩嗣，新津洋司

郎：非アルコール性脂肪性肝炎における鉄代謝異常の分子機構解析．アルコールと医学
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22 高田弘一，加藤淳二，河野 豊，高橋 祥，高梨訓博，小船雅義，瀧本理修，宮西浩嗣，

新津洋司郎：非アルコール性脂肪性肝炎における鉄代謝異常の解析と除鉄療法の有用性
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23 高田弘一，加藤淳二，河野 豊，高橋 祥，小船雅義，瀧本理修，宮西浩嗣，新津洋司

郎：C 型慢性肝炎と非アルコール性脂肪性肝炎における鉄代謝異常の分子機構解析，消

化器発癌における炎症・再生・細胞応答の役割 , 小俣政男編 , アークメディア , 東京 , 

164-167, 2007.  
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2007. 
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を用いた肝硬変治療法の TR への展開と同法の膵線維化への応用，消化器疾患における  

Translational Research．小俣政男編．アークメディア, 東京, 118-121, 2008． 
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chemotherapy in patients with unresectable metastatic gastric cancer．TTMed-Oncology 日本語
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27 佐藤康史，佐川 保，小野道洋，宮西浩嗣，佐藤  勉，井山 諭，河野 豊，村瀬和幸，石

渡裕俊，高田弘一，永島裕之，林 毅，小船雅義，瀧本理修，加藤淳二．第 7 回日本臨床

腫瘍学会学術集会  化学療法により切除可能となった大腸癌肝転移症例の検討．2009

年国内癌関連学会報告集－消化器癌－ 2009:8． 
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29 宮西浩嗣，河野 豊，小船雅義，高田弘一，永島裕之，佐藤康史，瀧本理修，加藤淳二：

非アルコール性脂肪性肝炎における鉄吸収亢進機序と除鉄療法の有用性の検討．アルコ
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IX 各種科学研究費獲得状況 

1  瀧本理修（研究代表者）．TGFß のシグナル伝達機構の解明，平成 14 年度 伊藤財団海 

外研究助成． 

2  瀧本理修（研究分担者）．P53 を介した HDAC 阻害剤によるアポトーシス誘導の機序の 

解明と癌治療への展開（課題番号  14030075），平成 14 年度 文部科学省科学研究費補 

助金（特定 C）． 

3  瀧本理修（研究分担者）．HCV 導入肝細胞用いたラジカル誘導性 DNA 障害機構の解明 

とそれに基づく治療戦略（課題番号  14570487），平成 14〜15 年度学 術振興会研究費 

補助金（基盤研究 C） 

4  瀧本理修（研究代表者），新津洋司郎，加藤淳二．消化器癌における  TRAIL 耐性機序 

の解明とそれに基づく新たな治療法の開発（課題番号  14570486），平成 14〜15 年度 学 

術振興会研究費補助金（基盤研究  C）． 

5  瀧本理修（研究代表者）．変異型 p53 の DNA 結合ドメイン修飾剤による消化器癌の新  
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規分子標的治療の開発（課題番号  16590610），平成 16〜17 年度 学術振興会研究費補 

助金（基盤研究 C）． 

6  瀧本理修（研究代表者）．TGF−β シグナルにおけるプロテインポスファターゼ  2A の癌 

抑制遺伝子としての意義（研究課題番号：18012040），平成 18〜19 年度 科学研究費 

補助金 特定領域研究，文部科学省 

7  瀧本理修（研究代表者）．クローン化ヒト間葉系幹細胞を用いたヒト肝細胞への分化能  

の解析と肝再生療法への応用（研究課題番号：18590740），平成 18〜19 年度 学術振 

興会研究費補助金（基盤研究 C）． 

8  瀧本理修（研究分担者）．非アルコール性脂肪性肝炎発症に関わる鉄代謝異常の分子機  

構解析と治療法の開発（課題番号  19590780），平成 19〜20 年度 学術振興会研究費 

補助金（基盤研究 C） 

9  瀧本理修（研究代表者）．特異的線維化療法によるスキルス胃癌の新規治療法の開発（研  

究課題番号：20390211），平成 20〜21 年度 学術振興会研究費補助金（基盤研究Ｂ）．  

10 瀧本理修（研究代表者）．癌随伴線維芽細胞を標的としたがん治療法の開発（研究課題  

番号：20015038），平成 20〜21 年度 科学研究費補助金 特定領域研究，文部科学省 

11 瀧本理修（研究分担者）．VA-Liposome-siRNAHSP47 を用いた抗線維化治療（研究課題  

番号：20249044），平成 20〜21 年度 学術振興会研究費補助金（基盤研究Ａ）  ． 

12 瀧本理修（研究分担者）．腫瘍細胞と間質細胞をデュアルターゲットとした新規腫瘍幹 

細胞根絶法の開発（研究課題番号：21591213），平成 21〜22 年度 学術振興会研究費 

補助金（基盤研究 C）． 

13 瀧本理修（研究分担者）．大腸癌特異的に抗がん剤を送達する新規システムの開発（研  

究課題番号：21590818），平成 21〜22 年度 学術振興会研究費補助金（基盤研究  C）． 

14 瀧本理修（研究分担者）．膵がん細胞を標的とした新しい抗がん療法の開発（研究課題  

番号：21390231），平成 21〜22 年度 学術振興会研究費補助金（基盤研究 B）． 

15 瀧本理修（研究代表者）．CA19-9 産生膵癌に対するミサイル療法の開発．2011 年度， 

財団法人 国際科学振興財団 研究助成 

16 瀧本理修（研究分担者）．大腸癌特異的な転移制御分子を標的とした新しいミサイル療  

法開発（研究課題番号：22590702），平成 22〜23 年度 学術振興会研究費補助金（基 

盤研究 C）． 

17 瀧本理修（研究代表者）．急性骨髄性白血病に対する新規ミサイル療法の開発（研究課  

題番号：24591403），平成 24〜26 年度 学術振興会研究費補助金（基盤研究 C）． 

18 瀧本理修（研究分担者）．膵癌細胞指向性を高めた超音波造影ナノパーティクルの開発  

（研究課題番号：AS2421448），平成 24〜25 年度 科学技術振興機構 A-STEP シーズ 

顕在化タイプ補助金 

19 瀧本理修（研究分担者）．腫瘍細胞指向性の新規超音波造影剤を用いた膵癌診断法の開  
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発．平成 24〜26 年度 科学研究費助成金（挑戦的萌芽）． 

20 瀧本理修（研究分担者）．膵癌と間質に対する dual target therapy による新規治療法の開 

発（研究課題番号 26461037）平成 26〜27 年度 学術振興会研究費補助金（基盤研究 C）． 

21 瀧本理修（研究分担者）．末梢血中のフコシル転位酵素  mRNA による新規膵癌迅速診 

断法の開発（研究課題番号 26670386）平成 26〜27 年度 科学研究費助成金（挑戦的 

萌芽）． 


